
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通運賃の障害者割引の実際について 

現在、障害者が交通機関を利用する時、各種の料金割引制度があります。今号は精神障害者に関し

ての交通運賃割引制度について述べていきます。最初に、ＪＲ6 社を除く、全国の大手私鉄の割引状

況を概観してみましょう。 

 

平成 29 年 4 月、全国の私鉄に先駆けて西日本鉄道（福岡県他）が精神障害者への電車・バスの運

賃割引を実施しました。以後、令和 5 年 4 月、近畿日本鉄道（大阪府他）が実施。令和 5 年 10 月か

ら、京浜急行電鉄（東京都他）、京王電鉄（東京都）、東急電鉄（東京都他）、南海電鉄（大阪府他）

令和６年３月から名古屋鉄道（愛知県他）が実施いたします。 

また、平成 30 年 9 月、日本航空と全日本空輸の航空会社２社が割引を実施しました。 

浜松市では、既に遠州電鉄が鉄道とバスの料金割引を実施しています。 

ＪＲ東海及びタクシー各社は身体障害者、内部障害者、知的精神障害者の割引を行なっています

が、しかし何故か、ＪＲとタクシーは精神障害者を料金割引の対象としていないのです。 

全国 158 社の鉄道会社（平成２７年関西学院大学の調査）のうち、何らかの精神障害者割引を実

施している事業者は 45 社（28.5％）ですが、大手私鉄 16 社のうち実施は５社（31%）。ＪＲ6 社は

ゼロとなります。ここでＪＲ等の交通事業者の考え方を整理してみると、概ね以下のようです。 

■精神障害者への割引を実施していない事業者 

「障害者への割引は、国や地方公共団体の福祉政策の問題である」、「割引制度は運賃収入を

圧迫する」、「外見では障害者と分からない」等です。 

■精神障害者への割引を実施している事業者 

「割引して乗車数が多くなれば収益向上になる」、「行政や各機関からの要請もあり身体、知

的と同様にした」等です。 

 

全国団体をはじめ各種のアンケート調査を見ると、精神障害者の１か月の平均収入は約６～８万

円、また無年金者は約２０％という共通した結果が出ています。鉄道・バス等の交通費の負担が大変

なため「作業所に行くのをやめた」「どこにも出かけないようにしている」「外出は自転車で行ける範

囲」という実態が明らかになってきています。 

明生会をはじめ全国の家族会は、精神障害者について交通機関の運賃について身体・知的と同等

の割引が実現することを要望し運動を継続しているところです。それは地域共生社会の実現につな

がる大切な条件であると思うからなのです。                 （赤池千明） 
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理事会の報告 ―令和５年６月から令和５年８月 ― 

 ５月２８日（日）明生会の第 20 回通常総会及び“第 1 回ふれあい講演会（講師：高森信

子氏）”を行いました。新年度事業が本格的にスタート致しました。全体の法人決算は 4 月

から 7 月までは順調に推移しました。６月に職員が自己都合により退職、8 月は夏休みによ

る稼働日が減少しましたが、法人全体では概ね計画通りに事業は進捗しております。 

家族会では 8 月末で会員数は 93 名。家族相談センター等の通常業務、広報誌発行、浜松

市からの受任事項、補助金申請等も予定通りの経過です。またこの 2 年間、県精神保健福祉

会連合会に明生会からの理事が空席でしたが、6 月から村松理事が県連合会の理事に新に就

任いたしました。 

B 型事業所「つばめ創社」は、4 月 1 日から利用者定員を 27 人から 20 人に変更いたしま

した。従来の作業に加え、自主製品作成や新たな取り組みについて検討していきます。また、

利用者数は 1 日当たり平均約 18.7 名です。業界全体の環境変化もあり、9 月から次年度の計

画を視野に入れた利用者の増、工賃引き上げ、職員研修の充実等の課題整理と検討を進めて

まいります。 

 

令和５年６月～令和５年９月上旬までの活動報告 

６月１８日（日）当事者会（結の会）。明生会事務所にて。参加者、当事者５名世話人３名。 

６月２５日（日）第２回ピア学習会。明生会事務所にて。１０名参加。 

６月２７日（火）拡大相談員研修会。参加者、相談員４名。 

７月 ９日 （日 ）第４回理事会。明生会事務所にて。参加者、理事６名。 

７月１６日（日）当事者会（結の会）。明生会事務所にて。参加者、当事者４名世話人２名。 

７月２３日（日）第３回家族ピア学習会。浜松市武道館会議室にて。１２名参加。 

７月２６日（水）福祉総務課職員３名来会。意見交換。 

７月３１日（月）相談員研修。浜北文化センターにて。相談員４名参加。 

８月１０日（木）第１回統合失調症家族教室。精神保健福祉センターにて。相談員４名参加。 

８月１１日（日）第５回理事会。明生会事務所にて。参加者、理事７名。 

８月２０日（日）当事者会（結の会）。明生会事務所にて。参加者、当事者４名世話人３名。 

８月２７日（日）第４回家族ピア学習会。明生会事務所にて。１０名参加。 

８月２９日（火）第２回統合失調症家族教室。精神保健福祉センターにて。参加者、相談員３名。 

９月 ５日 （火 ）統合失調症家族教室運営会議。精神保健福祉センターにて。４名参加。 

 

家族会及び B 型事業へのご寄付に御礼申し上げます。（R5.６～R5.８） 

   ○寄付金   家族会運営         ７名 １０５,６００円 

   ○物品等   会員、地域の方から 古新聞、段ボール、雑紙、アルミ缶、事務用品等 
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どうする８０５０－３ 

つながる力 

こんにちは。先日、とある 60代後半の男性からこんな質問をされました。「8050問題は、

自分にとっても他人事ではない。8050問題を打開するにはどんな力が必要なのか」と。 

難しい質問ですね。私は、あくまで自分の見解であって、これが「正解」とは限らないとお

ことわりした上で、このようにお答えしました。 

ご本人のつながる力 

 結論から言うと、私が一番大切だと思うのは、つながる力です。できれば、ご本人が何ら

かの方法で、支援者とつながり、定期的に支援を受けられる状況になっていれば、だいたい

のことは（もちろん苦労は多々あるだろうけれども）どうにかなんとかなります。経済的な

困窮の場合は、生活困窮者関連、年金、生活保護などさまざまな制度があります。生活する

上での困りごとも、例えば障害者福祉サービス・介護保険の利用で、ある程度解決できます。

症状や服薬に心配があれば、訪問看護などの医療サービスの利用も検討できます。 

 実際に、重度の統合失調症のために 20～30 年ひきこもっておられた方で、ご家族の事情

で一人暮らしを急に始められた方が昨年くらいから増えてきました。幻聴がひどく意思の疎

通が時折とても悪いけれども、なじみになった医療の訪問スタッフ（精神科の場合、看護師・

作業療法士・精神保健福祉士だけでなく、薬剤師の訪問も増えつつあります）そして、障害

福祉サービスの相談支援専門員やヘルパーなどがチームを組むことで、このような方たちの

一人暮らしをサポートしています。 

 人とつながる力さえあれば、どんな暮らしがしたいかを支援者になんらかの方法で伝える

ことができれば、その方が一番暮らしたいと願う場所で暮らすことができるようになってき

ました。 

家族のつながる力 

 長年引きこもっておられて、人との関係がほとんどない方の場合、いきなりつながるのは

困難です。そのような場合は、まずご家族が誰かと、もう少しつながってみてください。幸

い浜松市は、介護保険も障害福祉サービスでも相談できる体制がかなり整ってきました。ど

こに相談したら良いのかわからなかったら、まずはお住まいの区の社会福祉課か地域包括支

援センターにお電話されると良いかもしれません。この機関紙（そういえば「つながり」で

したね！）を発行される明生会さんもきっと頼もしい相談相手となられると思います。 

 相談することに抵抗を感じる方もおられることでしょう。でも、それでもなお、つながる

力こそ大切だというのが私の今の結論です。 
 

 次回は地域のつながる力についてお伝えしたいと思います。 

ぴあクリニック 上久保真理子 
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令和５年度西部地区家族会研修会の報告 

もくせい会主催による西部地区家族会の研修会が行われました。担当家族会 NPO法人 さざなみ

会、NPO 法人 明生会。８月１８日(金)に湖西市育苗センタ－にてさざなみ会の就労継続支援 B 型

事業所「ハートピア・ワーク湖西」施設運営の説明を聞き、その後、多肉植物の寄せ植えの体験と

「一般就労に向けての課題について」学習会が行われました。 

育苗センターの様子。湖西市育苗委託事業で年間３期（５月、８月、１２月）配布しますがポット

の準備、橎苗、水やりなどほとんど手作業で２０万本近く育てています。 

多肉植物の寄せ植え体

験の様子。鉢は利用者さん

の色付けです。 

 

一般就労へステップア

ップしたいが、かなり不安

を感じて一歩を踏み出せない利用者への支え方などを「障害者相談事業所アマル」の大場美和氏よ

りお聞きしました。ただ、就労先の企業に、支援の専門者がいない事が多いのも事実です。もっと理

解ある企業が増えてほしいと思います。 

 

今後の活動予定 

９月１０日（日）第６回理事会。明生会事務所にて。１３：００～１５：３０。参加者、理事。 

９月１７日（日）当事者会「結の会」。 

９月２４日（日）第５回ピア学習会。明生会事務所にて。１３：００～１５：００。参加費３００円。 

９月２６日（火）第３回統合失調症家族教室。精神保健福祉センターにて。１３：００～１５：００。参加者、理事。 

１０月１０日（火）静岡県精神保健福祉大会。静岡県総合福祉会館７階７０３号室。１０：３０～式典、 

１３：００～岩波明氏「大人の発達障害」記念講演。参加希望者は事務所まで。 

１０月８日（日）第７回理事会。明生会事務所にて。１３：００～１５：３０。参加者、理事。 

１０月１５日（日）当事者「結の会」。 

１０月２２日（日）第６回ピア学習会。明生会事務所にて。１３：００～１５：００。参加費３００円。 

１０月２４日（火）第４回統合失調症家族教室。精神保健福祉センターにて。 

１１月１２日（日）第８回理事会。明生会事務所にて。１３：００～１５：３０。参加者、理事。 

１１月１９日（日）当事者会「結の会」。 

 

編集後記・・ホームページを随時更新しています。広報誌「つながり」のバックナンバーも掲載されていま

すので、ぜひご覧下さい。まだしばらく暑い日が続きそうですので皆さん体調に気をつけてお

過ごし下さいませ。                                   （鈴木智子） 


